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概要： 
 Webコンテンツに設置しているソーシャルネットワーク
サービス(SNS)のボタンの反応を提示するデバイスの開
発を行いました。 
 

特徴： 
いいね!ボタンの反応数を取得 

パラメータによって提示する方法を切り替えが可能 
 

インタフェース： 
1. sendInfoコンポーネント： 
 コンフィギレーションパラメータに反応を取得するURLを
設定し、出力ポート(TimedString型)より送信する 

2. faceGetValコンポーネント: 

 入力ポートからURLを受け、でコンテンツへアクセス後、
Facebookのいいね!ボタンを解析する。指定の反応数を
取得し、出力ポート(TimedDouble型)へ書き込む 

         3. sendPatternコンポーネント: 

      提示方法パターンをコンフィギレーションパラメータで
    設定し、出力ポートへ書き込む 
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